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●第 161 回日本児童 文学学会関西 例会  

講演会「巖谷 小波の 俳句  －「句 会」仕 立てで－ 」  

講  師：坪内 稔典さ ん（俳人、京 都教育 大学名誉教授 ）  

聞き手：宮川 健郎さ ん（ IICLO 理事、武蔵 野大学名誉教 授）  

※小波の俳句 100 句から、３句を 選んで ご参加くださ い。  

研究発表「巖谷小波 の 俳句  －巖谷 家所蔵「 巖谷小波絵は がきコ レクション」

を出発点とし て－ 」  発表者：土 居安子 （ IICLO）  

日  時：７月 11 日（土） 13： 15～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室   参加費：無料  

主  催：日本児童文 学 学会関西例会  （ IICLO 共催）  

※詳細、お申 し込み は→  https://jkansaireikai161.peatix.com  

●オンライン 講座「 ２０２５年に 出版さ れた子どもの 本から 」申込受付中  

2025 年に出版され た 新しい子ども の本約 250 冊をテーマやジ ャ ンル、年齢別

に紹介し、現 在の子 どもの本の傾 向につ いて考えます 。  

◇リアルタイ ム参加 （ Zoom）  ７月 25 日（土） 10:30～ 15:00（昼休憩あり ）  

 質疑応答の 時間あ り。録画配信 も視聴 可。  定員 80 人、参 加費 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025kodomonohon-1.peatix.com/ 

◇録画配信  ８月７ 日（金）～ 12 月 21 日（月）  視聴料 1000 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025kodomonohon-2.peatix.com/ 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Noriko's Talk 

*****************************************************************  

『 ハ ウ フ  シ ョ ー ト セ レ ク シ ョ ン  幽 霊 船 の 話 』  ヴ ィ ル ヘ ル ム ・ ハ ウ フ /作  

酒寄進一 /訳  ヨシ タ ケシンスケ /絵  理論 社  2026 年 5 月  対象年齢：小

学校高学年以 上  

＊今回のゲス トは日 中児童文学研 究者の 浅野法子（Ｎ ）さん です。  

概要：19 世紀のドイツの作家ヴィ ルヘル ム・ハウフの物語 集。1825 年～ 27 年

に か け て 毎 年 一 冊 編 纂 刊 行 さ れ た 『 教 養 あ る 家 庭 の 子 ど も た ち の た め の お

と ぎ 話 年 鑑 』 か ら 、 魔 法 で コ ウ ノ ト リ に 変 身 し て し ま う バ グ ダ ー ド の カ リ

フと大臣の話「コウノ トリになった カリフ の話」、小さなム クを からかう息

子に父親がム クの人 生を話して聞 かせる「 小さなムクの 話」、魔 女に長い鼻

を 持 つ 人 に 変 身 さ せ ら れ た 青 年 を 描 い た 「 鼻 の こ び と 」、 嵐 で 船 が 転 覆 し 、

幽霊船を見つ けた青 年と老僕の「幽霊船の 話」、駆け落ちを した 男女が島に

家を見つけ、不思議 な出来事を体 験する「地霊こびと のお祭 り」、医 者にな

っ た 青 年 が 知 ら ず に 殺 人 を 犯 し て し ま う 「 切 ら れ た 手 の 話 」 の ６ 話 が は い

っている。  

 

Ｙ :これまでも何度 も 訳されてきた ５話に 加えて、ヴ ィルムヘ ルム・グリムか

ら 提 供 さ れ た ノ ル ウ ェ ー の 民 話 が 元 に な っ た 「 地 霊 こ び と の お 祭 り 」 が 入

ったアンソロ ジーで す。  

Ｎ：どの作品 もおも しろく読みま した。 19 世紀ロマン派の 文学 を反映したも

の で あ り な が ら 、 時 代 を 超 え て 共 感 で き る 要 素 が 含 ま れ て い る と 思 い ま し

た。  

たとえば、コウノ ト リに変身した カリフ たちは、「笑 ってはい けない」と

いう掟を守れ ず、呪文 を忘れ、人間に戻 れな くなります。理性 の象 徴である

言 葉 を 失 い 、 動 物 と 化 し て し ま う 恐 ろ し さ に は 息 を の み ま す が 、 ユ ー モ ア

を 交 え な が ら 描 き 切 る あ た り は 圧 巻 で す 。 ま た 、 両 親 に も 見 分 け が つ か な

い 「 鼻 の こ び と 」 に 変 え ら れ た 青 年 の た く ま し さ は 、 今 の 時 代 に も 必 要 で

す。  

Ｙ：本来、『教養 ある 家庭の子ども たちの ためのおとぎ 話年鑑 』は、すべて枠

物語です。 1825 年版『隊商』は、 隊商が 旅をし、途中 で盗賊 に捕らえられ

る中で「千夜一夜 物 語」のように、商人た ちが語ってい き、『ア レッサンド

リアの長老と その奴 隷たち』（ 1826 年）で は、長老アリが奴 隷た ちに物語を

語らせるとい う枠に なっています。特 に『 隊商』は、枠物語と 語 られる物語

に関連があり、構成の 妙を感じます。この本 を読んだ読者 が、枠物 語 が翻訳

されている本 も続け て読んでくれ たらい いなと思いま した。  

Ｎ：私が興 味をひか れたのは、「訳者 あと がき」にも 書かれて いるハウフの 時

代 に つ い て で す 。 ハ ウ フ の 作 品 が 出 版 さ れ る 少 し 前 か ら グ リ ム が 流 行 り 、

ア ン デ ル セ ン と ハ ウ フ は 同 時 期 の 作 家 で あ り な が ら 、 日 本 で は グ リ ム や ア

ン デ ル セ ン ほ ど 知 名 度 は 高 く あ り ま せ ん 。 作 品 数 が 少 な い こ と に も 関 係 し

て い る で し ょ う が 、 ハ ウ フ の 物 語 に は 社 会 の 残 酷 さ が 描 か れ て い る か ら で

し ょ う か 。 冒 険 や 異 国 情 緒 が 感 じ ら れ る 作 品 と し て も お も し ろ い の に 残 念

です。実は、私の研 究 分野である中 国でも、この状況は同 じです。グリム童

話 や ア ン デ ル セ ン 童 話 の ほ う が よ く 知 ら れ 、 な か で も ア ン デ ル セ ン 童 話 が

高く評価され ていま す。  

Ｙ：なるほ ど。興味 深 いですね。『図説 翻訳 文学総合事典 』（ 川戸 道昭・榊原貴

教 /編著  大空社  2009 年 11 月）などを見 ると、日本で は、ハ ウフは明治

20 年には翻訳され、 日本の児童文 学の祖 と言われる巖 谷小波 も「世界お伽

噺」でハウフ の作品 を紹介してい ます。  

Ｎ：大正期に も訳され ていますね。今回、学 生のころに読 んだ大 正期児童雑誌

の 黄 金 期 と の 関 連 に つ い て も 考 え て い ま す 。 異 国 を 舞 台 に し た 童 話 の 構 造



が好まれたの ではな いでしょうか 。  

Ｙ：『オールカ ラー版 世界の童話 39 ハウ フの童話』（小 学館  1971 年 10 月）

には、「こび とのヤコ ブ」（＝「鼻のこ びと」）の再 話者である 安 房直子があ

と が き で 子 ど も の 頃 こ の 話 が 好 き だ っ た と 書 い て お り 、 安 房 作 品 と の 関 連

を 考 え て し ま い ま し た 。 不 思 議 で お も し ろ い 物 語 と し て も 、 時 代 や 受 容 を

考 え る 作 品 と し て も ハ ウ フ 作 品 は 意 義 深 く 、 ア ン ソ ロ ジ ー が で て う れ し く

思いました。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

イーハトヴ周 遊  宮 沢賢治の童話 を読破 する  

第 129 回  「〔峯や 谷 は〕」  

 生まれ変わ るテク スト  

「 峯 や 谷 は 無 茶 苦 茶 に 刻 ま れ 私 は わ ら ぢ の 底 を 抜 い て し ま っ て そ の 一 番 高 い

ところから又 低いと ころ又高いと ころと 這ひ歩いてゐ ました 。」――こう書き

出される「〔峯や谷 は〕」は、手もと のちくま 文庫版『宮沢 賢治全集 ８』では 14

行だけの断片 のよう なテクストで す。この 書き出しは 、「マグ ノ リアの木」(当

メルマガ NO.170)を思い出させます 。「マ グ ノリアの木」 の冒頭 はこうです 。  

 

〈霧がじめじ め降っ ていた。  

諒安は、その霧の底 を ひとり、険しい山谷 の 、刻みを渉って行き ま した。  

沓 の 底 を 半 分 踏 み 抜 い て し ま い な が ら そ の い ち ば ん 高 い 処 か ら い ち ばん

暗 い 深 い と こ ろ へ ま た 谷 の 底 か ら 霧 に 吸 い 込 ま れ た 次 の 峯 へ と 一 生 け ん め

い伝って行き ました 。〉  

 

「マグノリア の木」では、「〔 峯や谷は 〕」の「私」が「諒安」に置き換えられ

（このことに よって「 物語化」がはじ まった のかもしれま せん ）、「〔峯や谷は 〕」

の７～８倍の 長さの 作品として完 結しま す。「 マグノリア の木 」の冒頭を 書き

かけて取りや めた反 故の原稿用紙 には、まだ、「 私」と 書かれ ていたようで す

が。  

 

「〔 峯 や 谷 は 〕」 に 差 し 込 ま れ て い る 短 歌 ２ 首 「 け は し く も 刻 む こ ゝ ろ の み ね

み ね に さ き わ た る ほ ゝ の 花 は も 。」「 こ ゝ は こ れ 惑 ふ 木 立 の な か な ら ず 忍 び を

習ふ春の道場 。」も、少しだけ書き 直され て「マグノリアの 木」に生かされて

います。１首めの「ほ ゝの木」(ホオノキ )は 、学名の「マグノリア 」に置き換

えられました 。  

 

い っ た ん 書 か れ た テ ク ス ト が 時 間 を お い て 書 き 換 え ら れ る の は 、 賢 治 に よ く

見られること ですが 、「〔峯や谷は 〕」が、マ グノリアの咲 く場所 に至る、悟り

の 道 そ の も の を 描 い た よ う な 「 マ グ ノ リ ア の 木 」 に 大 き く 生 ま れ 変 わ っ た さ

まは、目を見 張るよ うです。  

 

「〔峯や谷 は〕」は、表 題もないテク ストで、書き出しのこ とばを 仮の表題にし

たものです 。〔  〕でく くられている のは、そ のしるしです 。「〔 峯や 谷は〕」は、

盛 岡 高 等 農 林 学 校 時 代 の 同 人 雑 誌 『 ア ザ リ ア 』 第 ６ 号 (こ の 号 で 廃 刊 )に 掲 載

されました 。1918(大正 7)年６月に刊 行さ れたと思われ ます。ア ザリアという

のは、オラン ダツツジ のことで、当 時、高等 農林の校庭に 植えら れていたとい

うことです 。（馬車 別 当）  

（本文の引用 は、 ち くま文庫『宮 沢賢治 全集 ８』によ りまし た。）  

 

 



*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ８４  

*****************************************************************  

「おまえはわ るいや つだが、わし はどうも 、おまえが気 の毒にな る。それに、

い ま の 願 い は 愚 か な も の で は な い か ら 、 手 を か し て や る こ と ぐ ら い は 、 せ ず

ばなるまい 。いいか 、ききなさい 。おまえの 心臓は、も う、力で は とりもどせ

ない。が、知 恵をつか えばとりもど せるし、そうむずかし くない かもしれない

ぞ。ミヒェル は昔から 愚か者で、そ れはいま でも少しも変 わって いない。自分

では、おそろ しくりこ うだと思って いるが な。だから、これから すぐミヒェル

のところへ行 き、わ しがいうとお りにし てみろ。」  

（「冷たい 心臓  そ の 二」 『冷たい 心臓－ ハウフ童話集 －』 ヴ ィルヘルム・

ハウフ /作  乾侑美 子 /訳  Ｔ・ヴ ェーバー /ほか画  福音 館古典 童話シリーズ

38 福音館書 店  2001 年 9 月  p.633）  

 

対談で紹介し たハウ フの童話集で す。この 本は、『教養ある 階級 の家の子ども

たちのための おとぎ 話年鑑』全 ３巻から 、「グリムや その他の 作者の作品 」２

つと「何も知 らなかっ たユダヤ人、アブナー の話」以外の 全訳にな っていて、

枠物語もすべ て翻訳 されています 。  

 

引用は、年鑑の 第三巻「シュペッサル トの森 の宿屋」に入っ ており 、枠物語は、

シ ュ ペ ッ サ ル ト の 森 の 宿 屋 に 泊 ま っ て い る 者 た ち が 、 眠 っ て し ま っ て 盗 賊 に

襲われないよ うに物 語を語り合い 、学生が 語った「冷た い心臓」は語りが途中

になったため 、その あと、盗賊に 捕まっ ている間に後 半を語 ります。  

 

黒森に住む 16 歳にな る炭焼きのペ ーター ・ムンクは 、「ひど い 人生」だと感

じ て い て ガ ラ ス の 小 人 を 呼 び 出 し て ３ つ の 願 い の う ち 、 金 貨 と ガ ラ ス 工 場 を

願ってかなえ てもら います。しか し、一文 無しになり、今度はオ ランダ人ミヒ

ェ ル と い う 森 に 住 む 悪 魔 の よ う な 大 男 に 自 分 の 心 臓 と 引 き 替 え に お 金 を 受 け

取り、お金持 ちになり ます。石の心 臓を持っ たペーターは 結婚を しますが、貧

しい人にパン をあげ た妻を殺して しまい 、「あたたか い心臓 」を 取り戻すため

に再度、ガラ スの小人 に会いにいき ます。そ こで、小人が 言ったの が引用の言

葉です。お金 に欲がく らんだ主人公 をガラ スの小人が「 気の毒に なる」という

点がとても心 に残り ました。そし て、この あと、知恵を 使ってあ たたか い心臓

を 取 り 戻 す 様 子 も い き い き と し て 心 が 躍 り ま す 。 死 ん だ は ず の 妻 と 再 会 し 、

幸せな一生を 送り、「 わずかなもの で満足 しているほう が、い いんだよ。金と

財産と、冷 たい心臓 を持っている よりは 。」とペータ ーが言う 結末は、い ろい

ろ な 解 釈 が あ る と 思 い ま す 。 し か し 、 盗 賊 の 恐 怖 に 震 え な が ら ド ラ マ チ ッ ク

な 展 開 の 物 語 を 聞 く と い う 枠 物 語 か ら も 、 人 間 の 善 悪 に つ い て 考 え ら れ る 本

作「冷たい心 臓」から も、今読んで もおもし ろいハウル作 品 の力 量を感じまし

た。（Ｙ）  

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

宝塚市立文化 芸術セ ンターで６ 月 28 日ま で開催されて いる「 原作出版 80 周

年  き か ん し ゃ ト ー マ ス の 世 界 展  は た ら く 機 関 車 た ち の お は な し 」 に 行 っ

てきました。絵本原画 、原作者の草 稿、模型 、台本、映 像、ジオ ラ マ、デジタ

ルコンテンツ などが 展示されてい ま す。  

全体の構成は 、「 きか んしゃトーマ ス」シ リーズの 始ま りが紹 介され、初 期の

絵 本 原 画 が 展 示 さ れ て い る 「 ウ ィ ル バ ー ト ・ オ ー ド リ ー と き か ん し ゃ ト ー マ

ス」、アニメーシ ョン のモデルなど が展示 された「シ リーズア ニメーション の

世界」、息子が書 いた シリーズ続編 につい て紹介した「父から 息子へつなぐ ト



ーマスのおは なし。」、シリーズの舞 台「ソド ー島」や、絵本やグ ッ ズなどが展

示された「愛 され続 ける、トーマ スの世 界」の４部構 成にな っていました 。  

シリーズの１ 作目は、牧師ウィルバ ート・オードリーが、息子クリ ストファー

に語ったお話 をもと にした「 The Three Railway Engines」（ 1945 年）です。

トーマスが登 場した のは、２ 作目「 Thomas The Tank Engine」からで、そ れぞ

れ 、 最 初 に 出 版 さ れ た 時 の 画 家 か ら レ ジ ナ ル ド ・ ダ ル ビ ー の 絵 に 変 更 さ れ ま

した。３人の 絵を比べ てみることに よって、機関車のしく みや、機 関車の表情

の豊かさ、周 りの風景 など、ダルビ ーの絵が いかに魅力か が伝わ ります。日本

では、ダルビ ーの絵 で、 1973 年に『三だ いの機関車 』『機関 車 トーマス』（桑

原三郎・清水 周裕 /訳  ポプラ社） として 出版されまし た。  

草 稿 に は オ ー ド リ ー 自 筆 の 絵 が あ り 、 息 子 の た め に 木 で 作 っ た 機 関 車 に そ っ

くりです。息子は、その機関車に トーマ スと名付けて いまし た。つまり、「き

か ん し ゃ ト ー マ ス 」 の 世 界 は 、 著 者 と 息 子 の ご っ こ 遊 び や 語 り の 中 か ら 生 ま

れたリアルな 世界で あるというこ とがわ かります。  

アニメーショ ンは、「 きかんしゃト ーマス となかまたち」と して 、1984 年にイ

ギリスでモデ ルアニ メーション化 され、日 本でも 1990 年から放 送されたとの

こと。撮影に 使われた 汽車の模型や 、顔のパ ーツ、駅舎や 石炭や積 み荷などが

あって、とても精巧 に できています。アニ メ ーションも上 映され ていたので、

どのように撮 影され たかもわかっ て興味 深かったです 。  

イギリスの架 空の島「 ソドー島」の地 図と、大きなジオラ マは迫 力があり、「ト

ー マ ス 」 シ リ ー ズ 全 体 を 概 観 す る こ と が で き ま す 。 し っ か り と し た 世 界 観 が

あるからこそ 、子ど もたちに根強 い人気 があるんだな と思い ました。（ Ｋ）  

宝塚市立文化 芸術セ ンター  https://takarazuka-arts-center.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第３ １回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その３  児童 文学研 究のデザイン （続）  

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信 先生（ 1929～ 2013 年）が監修し た児童文学史

展のお手伝い で、鳥越 先生といっし ょに沖 縄に行きまし た。私は 、１年浪人し

て入学した大 学院の １年次で、 24 歳でし た。  

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

今回で、第６章「鳥越 信先生」はおわり ます 。来月は休載させ てい ただき、2026

年８月配信の第 192 号からは第７ 章「天 沢退二郎先生 」です 。  

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  Ｉ ＩＣＬＯ  ス トーリ ーコンペ  第 ３回  

*****************************************************************  

第３回「富安 陽子  ＩＩＣＬＯ  ストーリ ーコンペ」を 開催中 。  

２つのキーワ ードを 使った童話作 品を募 集します。400 字詰め原稿用紙５～ 10

枚で、未発表 作品に 限ります。  

◎第３回のキ ーワー ド…「 トビウ オ」「 く つ下 」  

応募締め切り ：７月 31 日（金）  

https://takarazuka-arts-center.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


富安理事長が おもし ろい作品５～ ６点を 選び、メール マガジ ン NO.192（ 8/20

発行）で発表 。その後 、読者にいち ばんおも しろいと思っ た作品 に投票してい

ただき、１位 と２位 を決定します 。  

童話を書くの は初め ての方も、 腕 だめし の方も、ぜひ 、ご応 募ください。  

＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

● JBBY 講座「『シュル ヴィッツの絵 本論』 から学ぶ」  

講師：さくま ゆみこ （翻訳家）  

日時：７月 11 日（土 ）  16： 00～ 18： 00 ※アーカイ ブ配信 あり  

会場：学研ビ ル  ３ 階ホール〔品 川区〕  ※定員 150 人、有料  

主催：（一 財）日本 国 際児童図書評 議会（ JBBY）  

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『幽霊 船の話』をプレ

ゼントします 。ご希 望 の方は、プレゼント 応 募フォームか ら、（ 1）お名前  （ 2）

郵便番号・住所  （ 3）電話番号  （ 4）メール アドレス、よろしけれ ば  （ 5）こ

のメルマガの ご感想 をお書きのう え  ご応 募ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は７月 10 日（金 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

にわかサッカ ーファ ンになってワ ールド カップをテレ ビで観 戦しています 。

日本も気にな りつつ 、世界の強豪 プレイ ヤーの足さば きにう っとり。さま ざ

まな国の対戦 を見る たびに、世界 の国々 の平和と結び 付けて 考えてしまい ま

す。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
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